
木
崎
安
和
教
授
略
歴
・
著
作
目
録

��一
九
七
一
年

三
月

金
沢
大
学
法
文
学
部
法
学
科
卒
業

一
九
七
二
年

四
月

明
治
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学

一
九
七
六
年

三
月

明
治
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
七
七
年

四
月

明
治
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学

一
九
八
一
年

一
月

明
治
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
中
途
退
学

一
九
八
一
年

二
月

熊
本
大
学
講
師
法
学
部

(

民
法)

一
九
八
三
年

七
月

熊
本
大
学
助
教
授
法
学
部

(

民
法)

一
九
九
三
年

四
月

熊
本
大
学
教
授
法
学
部

(

民
法)

������一
九
七
二
年

五
月

日
本
法
社
会
学
会
会
員

一
九
七
二
年

五
月

民
主
主
義
科
学
者
協
会
法
律
部
会
会
員

一
九
七
七
年

五
月

日
本
農
業
法
学
会
会
員

(

一
九
九
八
年
一
一
月
〜
二
〇
〇
七
年

理
事)

一
九
八
〇
年

一
〇
月

日
本
私
法
学
会
会
員

一
九
八
二
年

四
月

九
州
法
学
会
会
員
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一
九
八
八
年

六
月

日
本
住
宅
会
議
会
員

一
九
九
五
年

一
一
月

日
本
土
地
法
学
会
九
州
支
部
会
員

��������日
本
科
学
者
会
議
編

『
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
と
地
域
開
発』(

第
二
部
Ⅳ｢

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
と
土
地
問
題

熊
本
に
み
る
若
干
の
事
例

｣

担
当)

大
月
書
店

一
九
八
五
年

『

借
地
・
借
家
制
度
の
研
究

第
一
編

精
通
者
の
意
向』

(

第
三
部
Ⅰ
課
題
別
研
究
第
五
章

｢

借
地
契
約
の
終
了
と
借
地
上
建
物
賃

借
人
の
保
護｣

担
当)

日
本
住
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
・
借
地
借
家
制
度
調
査
会

一
九
八
九
年

玉
田
弘
毅
・
米
倉
喜
一
郎
編

『

マ
ン
シ
ョ
ン
の
裁
判
例』

(

二
〜
五
頁
、
一
二
〇
〜
一
三
一
頁
、
二
〇
五
〜
二
〇
七
頁
担
当)

有
斐
閣

一
九
九
七
年

[

第
二
版]

一
九
九
九
年

����｢

一
九
世
紀
初
頭
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
土
地
所
有
権

『

土
地
所
有』

の

『

労
働
力』

把
握
を
媒
介
す
る
法
的
形
態
を
通
じ
て

｣

法
社
会
学

三
一
号

一
九
七
九
年

｢

ド
イ
ツ
民
法
典
成
立
前
の
農
地
賃
貸
借
法
に
関
す
る
覚
え
書

農
場
と
そ
の
属
具
を
中
心
と
し
て

｣

明
治
大
学
大
学
院
紀
要

一
八
集

(

一)

一
九
八
一
年

｢

一
九
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
農
地
賃
貸
借
法

(

一)
(

二
・
完)｣
熊
本
法
学

三
五
号
、
三
七
号

一
九
八
三
年

｢

借
地
契
約
の
消
滅
と
借
地
上
建
物
賃
借
人
の
地
位

(

一)
(

二)
(

三
・
完)｣
熊
本
法
学

四
七
号
、
四
八
号
、
五
〇
号

一
九
八
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六
年

｢
借
地
の
期
間
満
了
と
借
地
上
建
物
賃
借
人
の
地
位

定
期
借
地
権
の
検
討

｣

熊
本
法
学

五
七
号

一
九
八
八
年

｢

借
地
契
約
終
了
時
の
利
害
調
整｣

法
律
時
報

六
一
巻
七
号

一
九
八
九
年

｢

借
地
の
期
間
満
了
と
借
地
上
建
物
賃
借
人
の
保
護

裁
判
例
の
検
討
か
ら

｣

熊
本
大
学
法
学
部
創
立
十
周
年
記
念

『

法
学
と

政
治
学
の
諸
相』

所
収
、
成
文
堂

一
九
九
〇
年

｢

定
期
借
地
権
付
住
宅
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
点｣

『｢

人
々
と
進
む｣

弁
護
士
千
場
茂
勝
の
七
〇
年』

所
収
、
一
九
九
六
年

｢

任
期
制
導
入
の
必
要
条
件

特
に
法
的
視
点
か
ら

｣

日
本
の
科
学
者

三
三
巻
一
号

一
九
九
八
年

｢

借
家
契
約
に
お
け
る
特
約
の
効
力

特
に
更
新
料
特
約
の
効
力
に
つ
い
て｣

『

新
・
借
地
借
家
法
講
座

第
三
巻』

所
収
、
日
本

評
論
社

一
九
九
九
年

｢

居
住
用
建
物
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る
更
新
料
支
払
特
約
と
法
定
更
新

最
判
平
成
二
三
年
七
月
一
五
日
は
何
を
判
示
し
た
の
か

｣

熊
本
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル

七
号

二
〇
一
二
年

������｢

借
地
権
者
と
借
地
上
建
物
所
有
者
と
が
異
な
る
場
合
に
お
け
る
土
地
賃
借
権
譲
渡
許
可
申
立
と
賃
貸
人
に
よ
る
優
先
買
受
の
予
備
的

申
立

(

大
阪
高
決
平
二
・
三
・
二
三)｣

私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス

三
号

一
九
九
一
年

������『

昭
和
五
五
年
度
未
墾
地
賃
貸
借
事
業
事
例
調
査
報
告
書』

(

福
島
県
布
引
地
区
担
当)

(

共
同
執
筆)

全
国
農
地
保
有
合
理
化
協
会

一
九
八
一
年

『

昭
和
六
一
年
度
開
拓
未
処
分
地
実
態
調
査
報
告
書』

(

長
崎
県
担
当)

全
国
開
拓
振
興
協
会

一
九
八
七
年
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『
昭
和
六
二
年
度
開
拓
未
処
分
地
実
態
調
査
報
告
書』

(

熊
本
県
担
当)

全
国
開
拓
振
興
協
会

一
九
八
八
年

『
昭
和
六
三
年
度
開
拓
未
処
分
地
実
態
調
査
報
告
書』

(

宮
崎
県
担
当)

全
国
開
拓
振
興
協
会

一
九
八
九
年

��������『

西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
宅
建
設
一
九
七
六

傾
向
・
特
徴
・
金
融

』

住
宅
産
業
開
発
協
会
政
策
委
員
会

一
九
七
九
年

『

西
ド
イ
ツ
の
第
二
住
居
建
設
法

一
九
七
六
年
九
月
一
日
付
文
言
に
よ
る

』

住
宅
産
業
開
発
協
会
政
策
委
員
会

一
九
七
九

年

『

西
ド
イ
ツ
農
地
賃
貸
借
制
度
改
革
に
関
す
る
資
料』

農
林
水
産
省
構
造
改
善
局
農
政
部

一
九
七
九
年

(

田
山
輝
明
編
・
監
訳

『
西
ド
イ
ツ
の
新
用
益
賃
貸
借
法
制

民
法
典
・
小
作
法
の
改
正

』

早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究

所

一
九
八
六
年

所
収)

『

西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
農
地
相
続
制
度
関
係
資
料』

農
林
水
産
省
構
造
改
善
局
農
政
部

一
九
七
九
年

(

田
山
輝
明
監
訳

『

西
ド
イ
ツ
の
農
家
相
続

法
制
度
の
歴
史
と
現
状

』

成
文
堂

一
九
八
四
年

所
収)

『

都
市
建
設
的
措
置
の
準
備
お
よ
び
実
施
に
お
け
る
都
市
建
設
促
進
法
の
施
行
に
か
か
わ
る
市
町
村
行
政
の
経
験』

国
土
庁

一
九
八

〇
年

�����｢

学
会
動
向｣
(

共
同
執
筆)

農
業
法
研
究

一
三
号

一
九
七
八
年

｢

書
評

渡
辺
洋
三
・
稲
本
洋
之
助
編

『

現
代
土
地
法
の
研
究』

下
巻｣

農
林
水
産
図
書
資
料
月
報

三
四
巻
一
〇
号

一
九
八
三

年
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